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気
温
の
低
い
日
や
日
当
た
り
の
悪
い
場
所
で
の
道
路
へ
の
水
ま
き
は
、
凍
結
し
て
転
倒
事
故
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
大
変
危
険
で
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
問
道
路
課
維
持
係
・
内
線
２
４
０
１

中
学
生
が
意
見
を
発
表

30
分
場
た
ま
し
ん
R
I
S
U
R
U
ホ

ー
ル（
立
川
市
市
民
会
館
）師
国
立
特

別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
研
究
員
・

梅
田
真
理
さ
ん
定
80
人（
申
込
順
）

申
電
話
か
、
参
加
申
込
書（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
書
い
て
フ
ァ
ク
ス
で

特
別
支
援
教
育
課
Fax（
5
2
8
）6
8

7
5
へ

問
特
別
支
援
教
育
課
☎（
5
2
7
）6

1
7
1

新
し
い
親
医
療
証
を
発
送

　
市
は
、
現
況
届
の
結
果
、
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度
の
受
給

資
格
が
継
続
す
る
方
に
、
平
成
27
年

1
月
1
日
か
ら
利
用
で
き
る
新
し
い

「
親
医
療
証
」（
桃
色
）を
発
送
し
ま
し

た
。
医
療
証
が
届
か
な
い
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
推
進
課
給
付
係
・
内
線
1

3
4
5

中
学
生
の
主
張
大
会

　「
第
34
回
中
学
生
の
主
張
大
会
」が

11
月
3
日
、
た
ま
し
ん
R
I
S
U
R

U
ホ
ー
ル（
立
川
市
市
民
会
館
）で
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
市
内
中
学
生

3
3
5
0
人
の
応
募
か
ら
選
ば
れ
た

中
学
生
16
人
が
、
日
常
生
活
に
お
い

て
、
家
族
や
友
人
、
社
会
と
の
関
わ

り
の
中
で
気
付
き
、
考
え
た
こ
と
を

発
表
し
ま
し
た
。
主
な
入
賞
者
は
次

の
通
り
で
す
。	

《
敬
称
略
》

▼
市
長
賞
＝
後
藤
万
里
奈（
一
中
・

3
年
）▼
議
長
賞
＝
横
山
輝
良（
五
中

・
2
年
）、
小
髙
海
音（
一
中
・
1
年
）

▼
教
育
委
員
長
賞
＝
小
林
岳（
六

中
・
1
年
）、
大
石
菜
緒（
四
中
・
3

　私はもうすぐ、十五歳になります。
十五歳という言葉を聞く度に、頭に浮か
ぶのが論語の「吾十五にして学に志す」と
いう言葉です。
　私は、勉強することが好きです。机に
向かって文章を書いたり、数学の問題を
解いたりすることに楽しさを感じます。そ
んな私を見て、友達はよく「どうしてそん
なに勉強をするの？」と聞きます。以前は
「叶えたい夢があるから、その準備をす
るためだよ。」と答えていました。しかし、
私のその答えには、例えば「どうして廊
下を走ってはいけないのか」という問いに
「廊下は走ってはいけない場所だから」と
答えるように、明確な根拠がないと思っ
ていたのです。そして、自分でも勉強を
するということへの具体的な動機を見出
せずに、とても煮え切らない気持ちでい
ました。あるとき、そんな私に転機が訪
れたのです。
　それは、美術の授業のことです。私
は、制作していた木彫りの鏡が完成した
ので、その鏡を掛けるための金具を付け
ようとしていました。しかし、金具の調子
が良くなくて、千切れてしまいました。ど
うすれば良いか分からず、美術の先生に
相談すると、先生は近くにあった釘をペ
ンチで曲げて、その金具の代わりにして
下さったのです。釘が金具の代わりにな
るのか、と私は驚きました。「こうやって
機転を利かせることも『勉強』なんだよ。」と
先生はおっしゃいました。その言葉を聞
いて、私ははっとしました。自分が思い
悩んでいたことの答えが分かったのです。
　私の夢は、アフリカで産婦人科医とし
て働くことです。もともと、医師になるこ
とを志していました。産婦人科医になろ
うと思ったきっかけは、二年前の夏に出
会った、発展途上国の女性の現状につい
て書かれた本です。その本を読んで衝撃

を受け、自分にできることは何か、と考
えていました。たとえ、言語や文化の壁
があったとしても、私は女性であるから、
同じ女性の気持ちも分かるのではないか。
自分なりにそう結論を出し、産婦人科医
になろうと決心しました。
　生きていくには、知識だけでなく、たく
さんの力が必要です。きっと、それらは
机の上の勉強だけではなく、自分の実感
や、経験から培われるのではないでしょ
うか。学ぶことは、行きたい大学に行く
ための手段ではなく「なりたい自分」を実
現できたときに、自分を支えてくれる後ろ
盾なのだと、私は気付きました。
　それから、私は色々なことに挑戦する
ようになりました。その結果、アフリカで
お仕事をなさっている先輩にお話を聞く
事ができ、自分の目指すべき姿が見える
ようになったのです。マイナス思考とな
ることも少なくなかった私自身も変わりま
した。
　私は、フランス語を習得して、自分の
目でアフリカの現状を確かめたいと考え
ています。言葉は、冬の夜空に輝くシリ
ウスだと思います。言葉で気持ちを伝え
合うことができれば、インド洋の向こうに
ぼんやりと見えていたアフリカ大陸も、そ
こに暮らす人々も、はっきりと照らしだす
ことができると思うからです。私は、目
標を必ず実現します。私には明日があり、
若い私には大きな夢があるのです。
　フランスの小説家、サン＝テグジュペ
リはこんな言葉をのこしています。「生き
るということは、徐々に生まれることであ
る」
　私も、生まれたばかりの自分を大切に
して学び続け、これからの人生を一歩ず
つ歩んでいきます。
　これが、もうすぐ十五歳になる、私の
「志学」です。

・
3
年
）、
永
津
遥
香（
九
中
・
3

年
）▼
多
摩
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

入
賞
＝
後
藤
万
里
奈（
一
中
・
3
年
）、

荻
原
彩
楓（
二
中
・
3
年
）、
菅
原
嗣

音（
三
中
・
3
年
）、　
中
澤
萌
々
香

（
四
中
・
3
年
）、
西
村
万
帆（
五
中

・
3
年
）、
西
尾
菜
々
実（
六
中
・
3

年
）、
田
畑
美
咲（
七
中
・
3
年
）、
小

野
里
歩
果（
八
中
・
2
年
）、
三
浦
知

優（
九
中
・
3
年
）

●
税
の
標
語
　
▼
市
長
賞
＝
大
林
歩

夢（
四
中
・
1
年
）▼
立
川
税
務
署
長

賞
＝
鈴
木
友
悠（
四
中
・
1
年
）▼
立

川
関
税
会
会
長
賞
＝
久
保
和
奏（
五

中
・
1
年
）▼
入
選
＝
青
木
実（
二
中

・
1
年
）、
廣
川
瑞
季（
四
中
・
1

年
）、
二
上
彰
太（
四
中
・
1
年
）

問
課
税
課
諸
税
係
・
内
線
1
2
0
1

小
学
校
の
情
緒
障
害
等
通
級

指
導
学
級
説
明
会
の
日
程
を

変
更

　
平
成
27
年
度
に
お
子
さ
ん
の
入
級

を
検
討
し
て
い
る
保
護
者
の
方
を
対

象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
就
学

時
健
診
資
料
に
は
2
月
と
記
載
し
て

い
ま
し
た
が
、
次
の
通
り
日
時
を
変

更
し
ま
す
。
な
お
、
申
込
時
期
な
ど

は「
広
報
た
ち
か
わ
」1
月
25
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

時
3
月
2
日（
月
）午
後
2
時
〜
3
時

30
分
場
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

問
特
別
支
援
教
育
課
☎（
5
2
7
）6

1
7
1

特
別
支
援
教
育
講
演
会

　「
発
達
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒

の
対
応
に
つ
い
て
〜
二
次
障
害
の
予

防
に
向
け
て
〜
」を
テ
ー
マ
に
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
2
月
6
日（
金
）午
後
3
時
〜
4
時

年
）▼
特
別
賞
＝
田
中
大
貴（
二
中
・

3
年
）、
加
藤
美
柚（
三
中
・
2
年
）

問
子
ど
も
育
成
課
青
少
年
係
・
内
線

1
3
0
6

少
年
の
主
張
全
国
大
会

〜
市
内
の
中
学
生
が
出
場

　
11
月
9
日
に
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
第
36
回
少
年
の
主
張
全
国
大

会
に
、
六
中
・
3
年
の
小
林
晴
日
さ

ん
が
出
場
し
、
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
全
国
56
万
人
の
応

募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
12
人
が
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

問
市
青
少
年
問
題
協
議
会
事
務
局

（
子
ど
も
育
成
課
内
）内
線
1
3
0
6

第34回中学生の主張大会

吾十五にして
後藤万里奈（一中・３年）

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト

　
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
人
権
尊
重
の

大
切
さ
を
考
え
、
豊
か
な
人
権
感
覚

を
身
に
付
け
る「
全
国
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
東
京
都
大
会
」で

市
立
中
学
生
が
次
の
通
り
入
賞
し
ま

し
た
。	

《
敬
称
略
》

▼
東
京
都
大
会
奨
励
賞
＝
堺
桃
子

（
一
中
・
2
年
）▼
東
京
都
大
会
作
文

委
員
会
賞
＝
坂
本
昂
平（
五
中
・
2

年
）、
大
島
清
伽（
五
中
・
2
年
）▼

多
摩
西
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
長
賞

＝
五
十
嵐
佳
穂（
五
中
・
2
年
）、
鈴

木
美
紗
子（
一
中
・
2
年
）、
清
水
さ

や
香（
五
中
・
2
年
）▼
立
川
地
区

人
権
擁
護
委
員
会
佳
作
＝
伊
藤
結

菜（
九
中
・
1
年
）、
堀
川
由
詩（
五

中
・
2
年
）、
青
木
舞
夏（
九
中
・

1
年
）、
向
山
美
咲（
五
中
・
2
年
）、

中
野
桃
花（
九
中
・
2
年
）

問
生
活
安
全
課
市
民
相
談
係
☎（
5

2
8
）4
3
1
9

中
学
生「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

「
税
の
標
語
」表
彰

　
次
代
を
担
う
中
学
生
の
皆
さ
ん
に

税
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
市

立
中
学
校
の
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。	

《
敬
称
略
》

●
税
に
つ
い
て
の
作
文
　
▼
市
長
賞

＝
鹿
野
伶
奈（
三
中
・
3
年
）▼
教
育

長
賞
＝
丸
山
紗
季（
一
中
・
3
年
）▼

▼
立
川
都
税
事
務
所
長
賞
＝
橋
口
未

緒（
七
中
・
3
年
）▼
東
京
納
税
貯
蓄

組
合
総
連
合
会
会
長
賞
＝
堀
合
優
花

（
二
中
・
3
年
）▼
多
摩
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
優
秀
賞
＝
谷
美
月（
六
中

市長賞

　
立
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

一
定
所
得
以
下
の
世
帯
で
家
計

の
中
心
と
な
る
方
に
対
し
、
中

学
3
年
生
・
高
校
3
年
生
の
学

習
塾
な
ど
の
受
講
料
と
高
校
・

大
学
の
受
験
料
の
無
利
子
貸
付

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
習

塾
な
ど
受
講
料
貸
付
金
は
、
上

限
20
万
円
。
高
校
受
験
料
貸
付

金
は
上
限
2
万
7
4
0
0
円
、

大
学
受
験
料
貸
付
金
は
上
限
10

万
5
0
0
0
円
で
す
。
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
立
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

（
5
2
9
）8
3
0
0

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
貸
付
事
業


